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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 2 3 12 3 5 2 1 3 4 3 5 1 0
13 * 0 0 5 8 0 0 3 2 4 6 1 2 0 1
14 * 0 0 3 5 3 5 0 6 6 12 0 2 6 0
18 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 2 0 0 0 0 0 2 1 3 0 1 0 0
22 0 1 2 4 7 2 3 1 1 9 10 3 2 0 0
24 * 8 18 6 11 3 5 0 0 4 4 2 0 0 0
32 * 0 0 2 3 0 0 4 5 0 5 0 1 0 1
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
53 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 3 0 0 2 0 2 2 1 0 1 0
73 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 3 2 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
10 26 24 52 11 18 12 17 32 49 12 13 9 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 2 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
1 0 2 6 1 1 2 2 2 0 1 1 2 1 4 1
5 * 0 1 2 6 0 0 4 1 0 1 1 0 0 0
6 * 0 0 2 5 1 2 1 4 1 5 1 0 1 0
7 0 0 0 2 3 0 0 2 1 2 3 1 0 1 0
17 * 0 4 1 8 0 0 3 3 3 6 2 0 1 0
19 0 1 2 1 1 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0
27 0 2 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
37 * 0 1 1 10 4 4 1 4 10 14 3 6 4 3
49 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
50 0 0 0 2 3 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
51 0 0 1 0 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
78 * 0 1 7 13 2 4 4 0 0 0 3 3 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0

5 20 20 56 9 12 19 16 22 38 14 12 12 4

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計

25.0% 35.7%RATE

小前 勇悟 -

75.0%

Team / Coach:

合　　　計
38.5% 46.2% 61.1%

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名
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網本 拓夢 2
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高木 憲章

景山 瑛登
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坂元 達哉 0 7
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湯浅 海生

-

太田 芳熙 4

2
番平 康太 0

高見 克成 0
濵田 悠暉 0
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甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MIN
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藤井 和月 39
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36
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勝チーム

89

勝ち点 6

11:40
会　　場 立命館大学

甲南大学

小栗 尚幸 13

男子 2部リーグ戦

PTS
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試 合 日 2018.10.07

木村 蓮 0

記録 関西学生バスケットボール連盟

31
武田 賢章 10 25
岩﨑 秀飛

神戸大学

主審 木村 健太郎 副審 藤田 公介

勝ち点 3
コ ー ト

戦評
【総括】
混戦を極める2部リーグ。勝ち点5の甲南大学対勝ち点3の神戸大学の一戦は前回とは、まったく別の展開となった。前半、神
戸大のシュートが入らず、その流れからミスが目立ち、甲南大が速攻から点数差を広げた。後半、一時は神戸大の流れになるか
のように思えたが甲南大のオフェンスを止める事が出来ず、中々点差が縮まらず、苦しい展開となる。甲南大は最後まで攻撃の
手を緩めず、リードを保ち、89-64で勝利を収めた。

【第1ピリオド】
第1ピリオド序盤は、互いに堅い守りで得点を許さない展開。神戸大は#6桑原、甲南大は#2岩崎を中心に点数を重ねるが先に
抜け出したのは、甲南大。#24藤井の3Pシュートで流れを掴むと、素早いパス回しから点差を広げる。対する神戸大は相手のオ
フェンスを止めたいが、ファールが多く、思うようにディフェンスが出来ず、甲南大にフリースローを与えてしまう。甲南大はその後
も攻め手を緩めず、第1ピリオドを26-16で終えた。
　
【第2ピリオド】
開始早々甲南大#24藤井、#13武田の連続得点で第1ピリオドの流れをそのままに試合は進むかのように思えたが、ここから両
チーム、シュートが入らず、点数が停滞する。しかし、神戸大のターンオーバーから甲南大は速攻により点数を重ね、停滞してい
た状態から脱する。流れを変えたい神戸大はタイムアウトを取リ、#37木下のフリースローで第2ピリオド初得点を決めるが、甲南
大#24藤井のドライブから連続得点を決めるなど流れを離さなず、45-21で甲南大リードで前半を折り返した。

【第3ピリオド】
神戸大はゾーンディフェンスを敷き、相手の得点のリズムを崩そうとするが、甲南大は#24藤井の3Pシュートや#13武田のオフェ
ンスリバウンドなどで着実に点数を決める。第3ピリオドも前半同様に、甲南大の流れで進むかのように思えたが、神戸大のディ
フェンスが徐々に機能し始め、#17網本の速攻や#1志賀の3Pで流れを掴み始める。対する甲南大も#24藤井の3Pシュートで点数
を重ね、神戸大は上手く流れに乗りきれず65-43で第3ピリオドを終えた。

【第4ピリオド】
甲南大は#24藤井、#22小栗の3Pシュート、神戸大は#78津田のバスケットカウント、#7横山の2Pシュートで互いに譲らない展
開。しかし、神戸大は最後まで流れを掴み切ることが出来ず、終始甲南大がリードを守ったまま最終スコア89-64で甲南大が勝
利を収めた。

試合ＮＯ

戦評 藤井・山本(大阪大)
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桑原 啓樹 5 21
横山 廉 4 12

11

鈴木 裕太 0 4
志賀 泰星 10 21
福井 崇人 4

9
田中 孝典 6 5
森本 渉 5

6 29

中村 幸介 0 12

宮迫 剛士 2 4
木下 雄太

6

清水 琳太郎 4 6

中村 信哉

64 200

津田 航匡 16 30
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